
教科 科目名 学年 単位数 必修 選択 

地歴 現代の世界史 ３ ２ 選択 

 

到達目標 帝国主義以降の近現代史の変遷を広い視野で理解し、現代の社会状況が発生している理由を

把握する。 

 

年間スケジュール 

期
間 

単元・項目名・実施内容など 受講に対してのアドバイスなど 備考 

１
学
期
中
間 

帝国主義と列強の展開 

世界分割と列強対立 

アジア諸国の改革と民族運動 

19世紀末、独占資本主義に発展した

列強諸国が、帝国主義政策をとった

ことを理解する。 

 

１
学
期
期
末 

第一次世界大戦とロシア革命 

ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 

帝国主義列強の世界分割と軍事力増

強が世界大戦の原因となり、結果と

して社会主義国が誕生し、欧州が没

落したことを理解する。 

 

２
学
期
中
間 

世界恐慌とファシズム 

第二次世界大戦 

東西対立の始まりとアジア諸地域の

自立 

第一次世界大戦後の国際協調が、世

界恐慌により一転し、第二次世界大

戦へと向かった流れを理解する。 

 

２
学
期
期
末 

冷戦と第三世界の自立 

現代の世界 

米ソ超大国の対立から、EＵ・中国な

どの多極化を経て、社会主義崩壊へ

の流れを理解する。 

 

学
年
末 

大学入試問題 

帝国主義から現代までの範囲 

関西私立大学の過去問を解く。  

 

評価方法と 

評価のポイント 

考査評価、課題プリントへの取り組み状況などを総合的に評価する。 

 

教科からのアドバイス  

全体の流れを把握した後、単元ごとに細かい事柄を理解し整理していくこと。 

 


